
2B1 関係者の価値観あ わせから入ることのできる 研究・開発・ 

具体化の新手法について (DTCN/DTC) 

0 江崎 道彦 ( 石田財団 ) 

1 . はじめに 

(1) 本稿は、 さきに発表した「参加者の 創造性を引き 出す研究、 開発、 具体化の方法」 [1] を更に発展させた「関 

係者の価値観合わせから 入ることのできる 研究・開発・ 具体化のための 新手法」 [2] とその方法を 利用した「目標コス 

トを 設け、 開発設計を進める 考え方とその 手順」の 2 つの方法の詳細に 関し、 その開発の背景となったニーズとそれを 

解決できるようにしたの 考え方とその 手順に関する 報告であ る。 以下、 本稿に述べられている 章 番号は文献 [2H による 

ものであ る。 また、 この方法には、 「名は休を現す」という 考えのもとに、 前者の方法にはをデザイン・ツー・カスト 

マーズ・ニーズ (DTCN) 手法という名前を 与え、 後者の方法には DTCN 手法によるデザイン・ツー・コスト (D 

TO) の方法という 名前を与えている。 本方法の詳細は 文献 [2] 0 入手先 : 本稿筆者 ) による。 

2 . 本手法の開発ニーズの 背景となった 従来からの課題 [3][4][5U とそれに対する 回答 

(1) 今までに開発されたマネジメントの 効率を上げる 技法には、 VE 、 IE 、 QC 、 といった工学的方法があ る。 

これらは、 それそれの分野では 一応有効に使えるが、 いまひとつそれらを 統合する方法があ ると非常に便利になると 考 

えられる。 

これらを統合し、 補 う 方法を創ることはできないものだろうか ? 

[ 回答 (1 Ⅱ 

DTCN 手法とそれを 使った DTC 手法の組み合わせにより、 従来よりあ った手法が補完され 継ぎ合わされるように 

なった。 

即ち、 各種法を個別に 補完する事項、 共通して補完する 事項について、 その要点を 2 ～ 3 の例をあ げて述べると 次の 

ようになる。 また、 実際の方法の 運用においては、 さらに幅が広く、 深い補完と連結が 各手法の間で 行われると考えら 

れる。 

① IE 手法について ; 

IE 手法は作業の 方法や生産の 方法の改善を 中心にして発展してきた 方法であ る。 

そして、 その方法のポイントは「問題を 正しく把握し、 必要な手法を 適用し、 これを正しく 解決する」 [3] ということ 

になっている。 しかし、 従来の IE の教科書にはその 問題を正しく 把握する方法としては「現場をよく 観察せよ」とか 

「目的に照らし 合わせて、 問題を正しく 把握せよ」ということのみが 書かれている。 則ち、 それをどのような 観点で正 

しく把握できるよ う に追い込んでゆくかについての 適当と考えられる 具体的な考え 方や手順は従来ほとんど 示されてい 

ないままであ る。 

この書かれていない 考え方や手順をカバーするために、 論文 [2] の第 1 章述べている 差の情報による 意思決定のメカ 

ニズムおよび 第 2 章に述べた P Ⅶ手法が利用できる。 また、 従来の IE 手法でいきなり「問題の 把握」といっていた 

問題の把握のレベルを P ℡手法と 5/3 フェーズ・インプルーブメントの 手法を使って 課題に置き換えることにより、 

当初感じた問題よりさらに 上位の課題から、 また立体的で、 かつ動的推移に 耐える構造においての 問題解決とそのレベ 

ルを把握できるようになる。 そして、 その問題の解決のために 必要な ACTION は P Ⅶにより、 従来から存在する 方法 

の利用 ACTION を含め連結され、 IE の方法が総合的に 補完されるようになる。 

②Ⅶ手法ついて ; 

Ⅶ手法は「それはなにか ? 」の質問から 始まる方法で、 その質問により 把握できる基本機能を 中心に改善案や 新 

しいものをき え 出してゆく方法であ る。 

ところが、 VE の教科書にはその 根本になる基本機能の 把握の仕方は「特定の 対象が果たしている 機能ないし、 果た 

すべき機能の 中で、 その機能を取り 除くと、 機能的にみて 特定の対象の 存在価値がなくなるような 機能」または「特定 

0 機能系統 図 において、 仕 壺虫設定上 だ 範囲内で最」 : 位に位置する 機能を基本機能という」という 程度の定義が 示され 
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ないかといわれる、 いのちから湧き 出てくる知恵を 引き出す方法であ る。 

この方法でも 他の方法でも 最初に KEY WORD を探せとか決めよという 段階があ るが、 それが明確にする 方法について 

あ まり語られてれなかった。 

DTCN 手法のテーマ・キーワードの 方法と PMD 手法はその KEY WORD を明確に把握する 方法であ る。 

従って、 DTCN 手法により KEY WORD を通じて NM 法のすぐれたノウハウを 更に強力に使うことができるようにな 

った 。 

② KJ 法はどんな表現でもよいという 条件でカードを 書き、 それを似たもの 同志バループ 化してゆく手順が 中心に 

なっている方法であ る。 しかし、 似たもの同志、 同じ匂い、 香りのものをグループ 化するというポイントから 分類手法 

としての傾向をもってしまっている。 

KJ 法には DTCN 手法のように「目的と 手段をはっきりしなければならないビジネスの 構築をするときは PMD の 

方法のルールを 使え」 「手順を作るときは 4 つの落ちのない 箱 、 ないしはステップリストの 方法を使え」 「対象物件の 

イメージ構造を 作るときには FBS のルールに従って 考えられることないしは 感ぜられることの 表現をルールに 従って 

配置してゆけ」といった 強制的なところはない。 

しかし、 KJ 法はカードを 何をどのように 並べ、 グループ化し、 っ ないでもよいという 自由な方法論を 基本としてお 

り、 あ る意味では PMD 手法やステップリストの 方法より幅の 広い、 かっ PMD 手法やステップリストを 含んでしまう 

手法と見ることもできる。 

ここで端的な 解釈をつけるならば、 「 PMD 、 ステップリストを 含む DTCN 手法はマネージメント 型の手法であ り、 

KJ 法はフレキシ フ ルにどのようにでも 使えるが、 カードをバループ 化する方法を 基本としているので 分類型の性格を 

もっており、 人文科学、 野外研究にむいた 手法であ る」ということができる。 

にの場合、 野外研究というのは 研究の現場のことを 指し、 KJ 法のポイントはその 研究の現場から 何をどうとらえ 

たかを文字に 立て、 関係者間において 把握した情報の 認識と共通の 理解の共有化をすることにより、 研究の現場での 情 

報の確定をして 次の段階に入ってゆこうとするところにあ る ) 

いずれにしても、 DTCN 手法は KJ 法の広義のコンセプトと KJ 法から得られる 別の観点からの 関係者の間におけ 

る情報の共有の 結果により補完されるし、 DTCN 手法はまったく 別の観点から 入って出来上がった 広義の KJ 法のう 

ちの マネージメント 型の手法の一つの 形態ともとらえることができる。 また別の理解表現をするならば KJ 法から得ら 

れる結果は 「 U 皿 ERST 甜 DING STRUCTURE 」であ り、 DTCN 手法から得られる 結果は 「Ⅱ MAG 卦億 Ⅶ ACTION STRUCTUR 

E 」ということもできる。 

③従って、 DTCN 手法は、 MN 法 、 KJ 法から得られるものを、 そして NM 法 、 KJ 法 自体を従来より 更に有効 

に日常の企業や 官庁に於けるマネージメント 業務に使えるようにするものであ るといえる。 

(3) 企業で顧客を 創り出す新しい 製品の研究・ 開発や性能、 コスト、 信頼性上の改善作業をしようとすると、 それ 

らを的確に上流作業から 実現するため、 構想段階からの 思考と作業について 広義の品質保証 (QA) の考え方の織り 込 

みをする必要があ ることが叫ばれている。 

これら思考と 行動を構想段階から 構造的に歯止めの 利いた落ちのな い 型で保証できるよ い 方法を作ることはできない 

だろうか ? 

[ 回答 (3)] 
ステップリストにおける 落ちのない 4 つの箱 を㎝， INSPECTION, QC ということはに 対応させてみると 図 1 のように 

なる。 

①即ち図 1 より 

  QA(QU 皿 ITY ASSURANCE) は事前および 事後活動の保証条件のことを 指し、 

  INSPECTION は「うまい 飯 」の試食のことを 指し 

  QC(QU 虹 I Ⅱ CO 皿 ROL) は前のほうの QA に費用をかけるもの 全体のバランスをとるためのコントロール 

をすることを 指しているといえる。 

・②従って、 ステップリストはプロジェクト 全体の思考と 行動を PRODUCTION,INSPECTION それそれの保証条件 

(QA) を QU 虹 ITY CONTROL (QC) の考えに従って 適切に割り付ける 枠組を提供するものであ る。 

③またステップリストにより 大きなプロジェクトは 作業を階層化することができるので、 ステップリストに よ 
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ているのみで、 それをどうやって 把握し、 確定するかについての 適切な手順、 方法については 唆味 なままであ り、 的確 

に示されていないところが 残されていた。 [6] 

P 冊 手法はこれを 解決している。 ( 第 2 章 2. 1.4 項 ) 

また，従来の㎎の 教科書の中では 機能系統 図と冊 S (WORK BRE ㏍ DOW STRUCTURE; 作業分割構成 ) の関係が明らか 

にされす適当に 使い分けるといった 程度の説明が 示されている。 これは他の方法論を 含めた米国防省におけるシステム 

エンジニアリンバ・マネージメントの 教科書 [7] においても同じ 状況であ った。 

FBS テクニックはこの 関係とその使い 方を解決している。 ( 第 2 章 2.3.4) 

従って、 DTCN 手法は従来のⅦ手法が 解決していない 一部の手順、 手法を補完することになる   

③ QC 手法について ; 

[ 回答 3] にて 、 他のとの関係を 含めて述べる。 

また、 IE,VE,QC 手法についての 全般面から DTCN 手法がそれらを 補完し 、 継ぎ合わせるということについて 述べる 

と 次のようになる。 

④Ⅶ， IE,QC, 手法を利用する 前に関係者 ( 必要に応じ顧客をも 含む ) の間で考えていることのドメイン ( 範囲 ) の 

抽出とその考えていることの 内容を目的と 手段の関係に 構成化 (ORGANIZE) することにより、 関係者間でのどの 手法を 

何をするために、 どのような位置づけで 使 うか のコンセンサス 合わせ ( 価値の方向もしくは 価値観合わせということも 

できる ) が PMT) 手法でできるようになった。 

⑤また、 ステップリストの 方法とその 4 つの落ちのな い 箱 の考え方により、 PMD 手法で明らかになった 目的と手 

段の関係を保ちながら IE, Ⅶの手法をどの 作業プロセスの 中のインプット、 アウトプットの 関係で使い、 QC の要素 

ほ ついては、 何を事前に保証条件として、 どの作業プロセスの 中に織り込み、 何を事後保証条件として 判断プロセスの 

中に織り込めばよ い かを、 バランスをもって 割り付けることができるよ う になった。 

⑥従来、 どやような手法ゃ 考え方を使 う にしても、 まず課題を的確にとらえさえすればよいということが 言われて 

きた。 

しかし、 その課題の表現を 適切に把握するための 方法がなかった。 

DTCN の手法ではそれを 解決する一手法としてテーマ・キーワード と PMD の方法を確立した。 

の通常、 帰納， 演 籠の考え方と 組になって使われる 考え方に仮説設定ということがあ る。 そして仮説設定と 考え方に 

は、 その目的により 2 つの意味が存在する。 

1 つは「自然の 現象を統一して 説明するために 仮説を設けて 仮説から 演緯 されるいく っ かの命題を実験や 観察により 

確かめるための 仮説設定」であ り、 もう 1 っは 「自然のメカニズムと 入手できる資源 ( 蛆 SOURCES) を組み合わせて、 あ 

6 行動課題をこうとらえて ，こう解決したらどうか、 その考え方で 解決できるか、 具体的な計画をたててみて い けそう 

かどうかの見通しをたてるための 未来構築型の 仮説設定」があ る。 

この 2 つの仮説設定を 区分するために 前者を単に HYPOTHESIS と呼び、 後者を WORK HYPOTHESIS と呼んでいろ。 

そして、 このいずれもについて、 従来の教科書はその 考え方の存在を 述べているのみで、 その仮説設定のたてかたに 

つき具体的で 実用的な方法手順を 述べられたものはほとんど 見当たらない 状況であ った。 [8] 

Pm  手法はこの後者の「未来構築型の WORK ℡ TOTHESIS のたてかた」をその 目的と手段の 関係と℡ IN KEY  WORD 

という表現でとらえ、 それを把握するための 手順を示す。 

従って、 DTCN 手法では Pm 、 ステップリスト、 FBS テクニックを 合わせて、 この未来構築型の 仮説設定、 帰納、 演 

籠の考え方と 手順を実務的に 使 う手 碩を示すものであ るとかえる。 

(2) NM 法 [9] や KJ 法 [10] は、 アイデアの創出や、 現象の納得には 非常に有効な 方法であ るが、 その結果を具体 

的な研究、 開発をはじめとする 日常の業務に 結び付ける方法にまだ 不足なところを 感ずる。 

これらを結 ひ 合わせ、 補 う 方法を創ることはできないなる ぅか ? 

[ 回答 (2)] 
NM 法や KJ 法 との関係は文献 [2] の 第 編 「基本手法の 具体的展開 例 とその考察」のついての 策 1 2 章「研究開発 

関係者間のドメイン・オプ・シンキンバの 抽出とそれによるコンセンサスの 形成の新手法」においても 述べたが、 追加 

コメントを含めてここであ らためて述べると 次のようになる。 

① NM 法はイメージ 頭脳といわれる 右 脳の能力と い のち ( 命 ) の 幹 といわれる脳幹のあ たりにひそんでいるのでは 
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0 階層化した PRODUCTION  INSPECTION 、 QA, QC を割り付けることができることにも 

なる。 

①また従来明快な 型での説明がしきれていなかった 開発における 段階的な評価 ( W 皿 UATI0N づ 即ち「 1 Ⅶ 0V 肛 UA 

TION 」の意味で「価値作りを 段階的に行ってゆく」という 意味に「評価」ということはを 与える ) の方法をステップリ 

スト、 第 4 章で述べた構成化技法、 第 7 章で述べた DTC 手法におけるトレードスタディ 一の方法においてどのように 

すればよ い かを具体的に 明らかにできた。 

(4) 管理者の立場から、 あ る目的の結果を 達成するために 関係者の共通のコンセンサスとモチベーションを 持っよ 

うにする必要があ る。 

これをもっと 科学的な方法で 短時間で的確にできる 方法を創ることはできないものだろうか ? 

[ 回答 (4)] 
① PMD をチヤン ス あ るごとに関係者間で 作成することにより、 その共通のコンセンサスとモチベーションを 

得ることができる。 

②管理者としては、 そこで出来上がった PMD を読むことにより、 話 ことはによる 説明のほかに 更に意味、 手 

段の深いところまで 読みとることができ、 かつサジェッションができるようになる。 

③科学的方法というと「 なせ 」という質問のコンセプトが 入るので、 今後すでにあ るメカニズムを 明らかにするた 

めの「科学的方法」とそれらの 結果を使って 新しいものを 構築するためのなんのためどのようにしての 思考から「工学 

的 方法」ははつきりと 区分し 、 使い分けるようにする。 

以上が、 当該論文の当初に 述べた本手法の 背景となった 課題に対する 回答であ る。 

以上の回答を 含めて「 DTCN の考え方とその 手順と関連手法の 目的と手段の 関係を示すダイヤグラム」を 作ると 

図 2 に示すよ う に DTCN 手法の更に的確な 目的と手段の 関係を示す PMD ができあ がる。 

この図の中 て 、 IE 、 VE 、 NM 手法は手 頂と イメージを中間的にっなく 手法として、 また QC 、 QFD(QU 虹 

I Ⅱ FUNCTION DEPLOY ℡ NT: 品質展開技法 ) 、 KJ がそれぞれの 方法を裏 打ち、 保証をする方法として 位置づけられると 

考えられることが 見える。 また KJ 法 との関係を特に 強調した手法のフローチャートを 示すと図 3 のようになる。 

3. 実務上での成束 

この方法の公表可能な 実務上での成果を 一覧表の形で 示すと表 1 のと う りとなる。 またこの他、 PMD 手法を利用 

して課題を整理したものは 米国人と共同作業をしたものを 含め 3 0 0 件以上のものがあ る。 

3 . 適用の場面 

これらの手法の 利用場面を、 一般化すると 次のようになる。 

(1) 日常業務における「どこから、 どのように、 手をつけたらよいかわからぬような 課題ないしは 問題」について、 

それを個人または 集団の知恵により、 物理的、 化学的に可能な 範囲において 解決する 手 煩を創り出す 手法。 

(2) 従来方針 既 念の域にあ ったものを、 手順化し実現できるようにする 方法、 手段として。 

(3) 組織に知能の 芯となるアルゴリズム、 その大枠を与える 情報システムの 枠組みとして、 またそれを開発する 手法 

として。 
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図 1  ステップリストの 枠と QC 、 INSPECTI ON  QC  、 QA の対比 

Q  A  、 INSPECTION  、 Q  C  をステッアリストの 藩主 
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図 2  DTCN の考え方とその 手 頓 と関連手法の 目的と手段の 関係を示すダイアグラム 



表 l  DTCN/DTC 手法の主な適用実績 

1992/ Ⅰ 2 

No.  時 期 関係 撫関 プロジェクト 手 法 内 容 

1  197 チⅡ㏄ 2  州 俺重 エノ MBB  BKl 17 ヘリコア DTC  一円、 エンジンコスト 

y-ff@m. 以タ H カ 女功・エンジンコスト 

ほ ついては祐人商社と 米国 メ 

" 。 "" 。 牡 " 。 。 " 

2  1 ㏄Ⅰ～ 鵠 ㏄ 防衛庁、 川崎重工、 XT 一 4 中等 棟習俺 DTC  弗発 コスト、 二度コスト、 佳 糞 ", " 千里 " 。 臆 " 能 、 信頼性ともに 目標値達成 そ 
3  Ⅰ 鱗 宇宙 臆発 事実五友 ぴ ・ H- Ⅱロケット DTC    N 岱 OA-ST ト 4 町 C 実施標準 

"""" 。 眠 。   """"   繍 ' 、 規 "0% 備 
電子 腐係 )   宇宙ステーション 

4  1 鰍 自治省、 故意学会、 救命救急ヘリコプタ DT ㎝ ・新しい制度の 説き起こしの 

麻酔学会、 珠生学会 制度 PMD 弗   
iH@SI   ヰ 救命 耗急士 制度 一 
メディコ名古屋 の ニーズの原点 訪 ' 

となった 

5  1988-1989  @BME@B 総合構殺システム DT ㎝   新しい世代のソフトウエア 繍 。 """" 
  期穂吉械 。 描 

6  1 ㏄ 9 防梼庁 、 川崎重エ T4 一 楼台 4% 方ま チ D 丁 ㎝ /DTC 作成 チ @ ムリーダー 

計画構想 

7  ] ㏄ 9 " 衛 闘牙 浮 災害。 学 研究 設 " "  。 '"  作成 " 接 

棚 " 

8  1 ㏄Ⅰ～ ] 鰯 航空宇宙学会 航空宇宙工学便覧 DT ㎝ /DT(C  当初麻の作成と、 とりまと 一 。 "' 5 車 務 局を担当 
"" 臨 " 。 。 

g  W ㏄ 2 ( 株 ) 日本能率協会 ① DT ㎝手法による D 丁 ㎝ /DTC 作成支援 

"" ウ ル テ '" グ 。 " " 築 "" 。 

ラム 

l  0  W ㏄ 2   ② DT ㎝手法による 0lD ㎝ /OTC  作成 支投 
" 産臆能 、 品 " 
。 新ア " 。 "" 
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